
フ
ジ
コ
ー
社
長
　
　
　
　
　
（
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ
北
九
州
支
部
）
山
本
　
厚
生
氏
に
聞
く

環
境
・
介
護
で
多
角
化
推
進
来
春
新
工
場
が
稼
働
光
触
媒

トップインタビュー

　
や
ま
も
と
・
あ
つ
お
　

年

昭

千
葉
工
大
金
属
工
学

卒
、
同
年
富
士
工
業
所

現
フ
ジ
コ
ー

入
社
。

年
副
社

長
、

年
社
長
。
福
岡
県
出
身
、

歳
。

　
製
鉄
所
向
け
に
複
合
金
属
製

品
を
手
が
け
る
フ
ジ
コ
ー

北

九
州
市
戸
畑
区

が
創
業

周

年
を
迎
え
た
。
最
近
は
多
角
化

を
進
め
、
光
触
媒
な
ど
注
目
さ

れ
る
技
術
が
育
っ
て
き
た
。
山

本
厚
生
社
長
に
取
り
組
み
を
聞

い
た
。

　

北
九
州
支
局
長
・
大
神
浩

二

◇

　
―
４
月
に
創
業

周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
「
感
謝
を
込
め
て
、
先
日
従

業
員
と
Ｏ
Ｂ
を
集
め
た
記
念
祝

賀
会
を
開
い
た
。
次
は

周
年

を
目
指
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
新
し

い
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い

か
な
く
て
は
」

　
―
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
で
は
仙
台
事
業
所

仙
台
市
宮
城
野
区

が
被
災

し
ま
し
た
。

　
「
従
業
員
が
津
波
に
流
さ
れ

る
な
ど
、
５
人
の
尊
い
命
を
失

っ
た
。
遺
族
に
は
で
き
る
限
り

の
ケ
ア
を
行
っ
た
つ
も
り
だ
。

事
業
所
の
方
は
今
年
２
月
に
新

棟
が
完
成
し
、
復
興
へ
の
道
を

進
ん
で
い
る
」

　
―
主
力
の
鉄
鋼
関
連
は
国
内

外
で
競
争
が
し
烈
で
す
。

　
「
鉄
鋼
各
社
の
粗
鋼
生
産
は

好
調
な
の
だ
が
、
円
高
に
加
え

て
材
料
費
も
高
騰
し
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
い

る
。
単
価
の
下
落
も
激
し
い
。

当
社
が
得
意
の
圧
延
ロ
ー
ル
は

低
価
格
の
欧
州
製
品
が
輸
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
競
争
は
ま

す
ま
す
し
烈
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ル
で
低
コ
ス
ト
に
対
応
し
て
き

た
が
、
今
後
は
さ
ら
な
る
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

　
―
新
規
事
業
に
も
積
極
的
で

す
。

　
「
環
境
と
介
護
が
新
規
事
業

に
あ
た
る
。
環
境
分
野
で
は
開

発
に

年
か
か
っ
た
光
触
媒
技

術
に
期
待
し
て
い
る
。
溶
射
技

術
を
用
い
て
、
光
触
媒
と
抗
菌

金
属
を
混
合
し
て
基
材
に
均
一

分
散
し
た
被
膜
を
作
る
。
こ
れ

に
よ
り
脱
臭
や
除
菌
に
効
果
を

発
揮
す
る
。
北
九
州
市
若
松
区

に
光
触
媒
の
新
工
場
を
建
設

し
、

年
春
か
ら
本
格
的
な
生

産
を
始
め
る
。
Ｂ
ツ
ー
Ｃ
向
け

の
商
品
と
し
て
、
車
載
用
の
空

気
清
浄
機

マ
ス
ク
ク
リ
ー

ン

も
発
売
し
た
」

　
―
介
護
は
ま
っ
た
く
の
異
業

種
分
野
へ
の
参
入
で
す
。

　
「
福
祉
・
介
護
を
手
が
け
る

子
会
社
の
フ
ジ
ケ
ア

北
九
州

市
小
倉
北
区

を
設
立
し
、
す

で
に
３
カ
所
の
介
護
施
設
を
開

業
し
た
。
今
年
４
月
に
開
業
し

た

都
の
杜

は
国
内
で
初
め

て
全
館
に
光
触
媒
を
取
り
入
れ

た
。
高
齢
化
が
進
む
北
九
州
市

の
需
要
に
合
っ
た
施
設
と
い
え

る
」

　
―
ま
だ
ま
だ
次
代
に
バ
ト
ン

は
渡
せ
ま
せ
ん
ね
。

　
「
私
も
そ
ろ
そ
ろ
余
暇
を
楽

し
み
た
い
。
料
理
店
を
開
い
て

親
し
い
友
人
を
呼
ぶ
の
が
夢

だ
。
料
理
は
こ
れ
か
ら
勉
強
だ

が
ね

笑

」

９－１０月の予定
９　月

　

　◇７日（金）山形産業人クラブ
「平成 年度第２回ゴルフコンペ」
（山形県河北町、ニューブラッサム
ガーデンクラブ）
　◇７日（金）埼玉産業人クラブ
「上期役員会」、「経済講演会」講
師：本田技研研究所四輪Ｒ＆Ｄセン
ター技術開発　主任研究員・白土清
成氏（さいたま市中央区、ラフレ埼
玉）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」、演題「インドのビジネ
ス環境について」講師：ニルマラ氏
（さいたま市浦和区、日刊工業新聞
社さいたま総局会議室）
　◇ 日（金）大分産業人クラブ
「北九州市視察交流会」（見学先：
安川電機工場、北九州市八幡東区東
田地域で行う北九州スマートコミュ
ニティ創造事業）
　◇ 日（火）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「いかにビジネ
スを発展させたか　オヤジから学ぶ
シリーズ第 弾、じっくり訪問シリ
ーズ第 弾」講師：エフテック会長
・福田秋秀氏（埼玉県久喜市、エフ
テック）
　◇ 日（木）新潟産業人クラブ
「第 回定時総会・記念講演会」テ
ーマ「 年持続する経営」講師：
北畑隆生氏（元経済産業省事務次官
・日刊工業新聞社「 年経営の
会」会長）
　◇ 日（金）― 日（土）埼玉産
業人クラブ・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交
流会「９月例会１泊研修懇親会およ
び親睦ゴルフコンペ」（栃木県那須
町、ホウライカントリークラブ・松
川屋那須高原ホテル）
　◇ 日（月）千葉産業人クラブ　
セミナー「技術経営と産学連携につ
いて」講師：坂戸工作所社長　坂戸
誠一氏、千葉大工学部教授　斎藤恭
一氏（千葉市中央区、ホテルポート
プラザちば）
　◇ 日（水）群馬産業人クラブ・
栃木産業人クラブ共催「秋季合同ゴ
ルフコンペ」（栃木県足利市、つつ
じケ丘カントリークラブ）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「第 期通常総
会」（埼玉県川越市、東武ホテル）
　◇ 日（木）東京産業人クラブ・
東京産学交流会（サザンクロス）９

月定例会「町工場が挑む深海探査機
江戸っ子１号 」（東京都大田区、
大田区産業プラザ）
　◇ 日（土）― 日（日）東京産
業人クラブ・女性部会「長崎＆ハウ
ステンボスを訪ねる旅」秋の研修旅
行（長崎市内、ハウステンボス）、
早朝講和　講師：エイチ・アイ・エ
ス会長・沢田秀雄氏（ハウステンボ
ス内、ホテルヨーロッパ）
　

　月
　

　◇２日（火）神奈川産業人クラブ
「勉強会」講師：神奈川産業振興セ
ンター・浜野厚太郎氏（横浜市中
区、神奈川中小企業センタービル）
　◇２日（火）名古屋・岐阜産業人
クラブ「住友軽金属工業名古屋製造
所見学と名古屋プラスチック工業展
視察」（名古屋市港区）
　◇３日（水）埼玉産業人クラブ
「第５回親睦ゴルフ大会」（埼玉県
狭山市、武蔵カントリークラブ笹井
コース）
　◇５日（金）―６日（土）新潟産
業人クラブ「秋季ゴルフコンペ」水
上高原ゴルフ（群馬県水上町、水上
高原ホテル）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」（さいたま市浦和区、日
刊工業新聞社さいたま総局会議室）
　◇ 日（水）大阪・滋賀産業人ク
ラブ共催ゴルフ大会（滋賀県栗東
市、琶湖カントリー倶楽部）
　◇ 日（木）九州・山口産業人ク
ラブ　ゴルフコンペ（福岡県糸島
市、芥屋ゴルフ倶楽部）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「役員
会」（さいたま市浦和区、彩懐石う
らわ高砂）
　◇ 日（火）大阪産業人クラブ　
セミナー開催「中国・台湾における
販売促進ツール製作のポイント」講
師：中外執行役員国際事業担当・溝
口裕康氏（大阪市中央区、日刊工業
新聞社大阪支社 階）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ
「第 回埼玉県産業振興懇談会」第
１部・埼玉県幹部を囲む意見交換
会、第２部・地元優良企業社長によ
るプレゼン、第３部・特別講演会、
第４部・懇親会（さいたま市浦和
区、浦和ロイヤルパインズホテル）
　◇ 日（日）― 月１日（木）日
本産業人クラブ連合会「マレーシア
産業視察ツアー」訪問地（クアラル
ンプール、マラッカ、ジョホールバ
ルほか）

今からが面白い電子部品明光電子・十川正明社長　�

結
婚
式
に
は
大
学
の
友
人
が
駆
け
つ
け

て
く
れ
た

右
か
ら
３
人
目
が
本
人

　

代
の
頃
、
「
こ
れ
は
将
来
す
ご
い

こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
直
観
し
て
入
っ
た

電
子
部
品
の
世
界
。
日
本
の

ど
の
商
社
も
米
国
製
の
半
導

体
を
も
て
は
や
し
て
い
た
頃

か
ら
、
こ
の
業
界
の
将
来
性

や
面
白
さ
を
身
を
も
っ
て
感

じ
続
け
て
き
た
。
現
在
で
も

「
今
か
ら
が
面
白
い
」
と
感

じ
る
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
い

る
。
今
で
は
こ
ん
な
会
社
は

も
う
作
れ
な
い
と
さ
え
思

う
、
黎
明
期
か
ら
の
経
験
談

れ
い
め
い

を
話
し
た
い
。

　
私
の
社
会
人
と
し
て
の
第

一
歩
は
、
建
設
機
械
の
営
業

か
ら
始
ま
っ
た
。
「
大
学
の

工
学
部
機
械
工
学
科
を
出
た

か
ら
」
と
言
え
ば
皆
す
ん
な

り
納
得
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
実
際
の
大
学
生
活

は
合
気
道
と
友
人
た
ち
と
の

遊
び
に
満
ち
た
日
々
だ
っ

た
。
勉
強
は
そ
も
そ
も
す
る
気
さ
え
起

き
な
か
っ
た
の
で
、
正
直
言
っ
て
図
面

を
ど
う
描
く
の
か
も
お
ぼ
つ
か
な
か
っ

た
の
を
思
い
出
す
。
酒
を
飲
み
歩
い
て

い
た
せ
い
か
、
「
こ
い
つ
は
営
業
に
ほ

し
い
」
と
役
員
の
一
人
が
目
を
か
け
て

く
れ
、
初
任
地
の
姫
路
で
建
機
を
売
り

歩
い
た
。

　
新
入
社
員
な
の
に
い
き
な
り
姫
路
営

業
所
長
。
よ
ほ
ど
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て

い
た
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
全

く
結
果
を
出
せ
な
い
営
業
所
だ
っ
た
の

で
、
駄
目
で
も
と
も
と
。
失

敗
し
て
も
痛
手
の
な
い
新
入

社
員
に
任
せ
よ
う
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
ら
し
い
。
と
に
か

く
こ
れ
ま
で
接
触
の
あ
っ
た

顧
客
を
訪
ね
て
い
た
ら
、
営

業
所
の
半
年
の
ノ
ル
マ
だ
っ

た
２
台
を
そ
の
年
の
９
月
と

月
に
売
っ
て
し
ま
っ
た
。

日
本
経
済
自
体
が
成
長
期
だ

っ
た
の
で
あ
ち
こ
ち
で
工
事

を
し
て
い
た
。
当
然
そ
こ
で

必
要
と
さ
れ
る
建
機
も
売
れ

た
の
だ
。

　
で
も
、
幸
運
に
恵
ま
れ
た

の
は
こ
こ
ま
で
。
石
油
シ
ョ

ッ
ク
が
起
き
て
か
ら
は
、
販

売
先
の
不
渡
り
ば
か
り
。
土

建
業
の
世
界
は
、
な
ま
や
さ

し
い
も
の
で
は
な
い
。
技
術

の
人
間
と
現
場
に
行
き
、
夜

中
に
建
機
を
力
ず
く
で
取
り
返
し
た
こ

と
も
あ
る
。
そ
の
う
ち
自
分
の
会
社
も

厳
し
く
な
っ
て
き
て
、
も
う

売
れ
る
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。

３
年
ほ
ど
で
退
社
し
た
。

　
「
面
白
そ
う
な
業
界
は
な

い
か
な
あ
」
と
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
に
「
電
子
」
が
目
に

と
ま
っ
た
。
マ
イ
ク
ロ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
日
本
に
入
っ

て
き
た
こ
ろ
。
電
子
部
品
は

こ
れ
か
ら
の
産
業
だ
。
「
こ

れ
は
す
ご
い
こ
と
に
な
る

ぞ
」
。
身
震
い
し
な
が
ら
、

販
売
代
理
店
で
約
３
年
経
験

を
積
み
、
最
後
に
い
た
福
岡

で
独
立
し
た
。

歳
だ
っ

た
。

　

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜

３
の

の
９

全
３
回

太
陽
光
照
明
で
急
成
長
滋
賀
井
之
商

　井之商（大津市、井上昇社長、
）の太陽光照明システム「ス

カイライトチューブ 写真」が、省エ
ネルギーや電気代削減の流れを受け、
売上高を急速に伸ばしている。 年
８月期は２億円弱と前年同期比でほぼ
倍増。「 年８月期は３億円を目指
す」と、井上社長は目標を一段と高め
る。
　スカイライトチューブは屋根に設置
したドーム型レンズで採り入れた太陽
光をチューブに通し、室内の照明にす
る。レンズは屈折技術で低角度の太陽
光も集め、チューブは柔軟に曲がり、
建屋内の照明箇所まで光を導く。熱や
有害な紫外線をさえぎり、高効率な採
光で曇りや雨でも必要な明かりをとも
す。大手企業が相次ぎ工場や店舗で大
量に採用しているほか、住宅用も売れ
ている。
　光学部品は豪州企業から調達する
が、屋根に取り付ける部材をはじめ国

内仕様の
施工技術
はすべて
独 自 開
発。 年
に事業化
し、顧客
のニーズ
ごとに適
合させる
最適設計
や信頼が
高い施工
体制を築
いて成功
した。
　井上社

長は「省エネだけでなく、自然な太陽
光で生活や仕事ができる健康的なイメ
ージも売り込みたい」と意気込む。住
宅用では全国の工務店 社と取扱店
契約を結ぶ。将来は太陽光発電や蓄電
技術と組み合わせ、「電気がまったく
不要な照明システム」の開発を目指し
ている。

アイデアが豊富な高橋社長

着
々
と
新
製
品
開
発
栃
木
大
高
商
事

　大高商事（宇都宮市、高橋和夫社
長、 ）はビルメンテナ
ンス業を手がける。製品開発にも熱
心で、これまでに生鮮農産物の保存
庫「快蔵くん」と鮮度維持機「いき
いきくん」を発売した。全国の飲食
店や生花店、冠婚葬祭の式場などで
採用されている。
　 年５月には第３弾として宇都
宮大学と共同開発した、既存の空調
設備に取り付けられる空気清浄器具
を発表。プラズマを発生させて細菌
を分解する仕組みで、目詰まりしに
くくメンテナンスの手間を軽減でき
る点などを訴求。 年１月に発売予
定だ。高橋社長は「農作物向け商品
から自社製品開発をスタートし、今
回、本業とより関係が深い商品を完
成できた。良好な室内環境の維持に
役立てたい」と満足そうに語る。
　現在はより機能を向上させるた
め、試作を重ねている。「発売して

から改良版を出すケースは多いが、
発売前に最大限の努力をすることが
大事」と高橋社長は説明する。商品
名は社内で募集し、約 の候補の中
から近く決定する。
　第４弾の製品開発の構想も進んで
いる。宇都宮大学と共同で、地熱な
どを取り入れた冷暖房システムの開
発を計画する。「原子力発電の問題
などが取り沙汰される中、電気エネ
ルギーの削減につなげたい」と、ア
イデアは尽きない。

新
入
会
員

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ９月７日 金曜日 　　

▲　

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

年
度
定
時
総
会
に
参
加

し
た
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
ら

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
猪
飼
　
俊
生
氏
　
ソ
シ

エ
テ
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
信
託
銀
行

　
東
海
地
区
担
当
デ
ィ
レ
ク

タ
ー

大
阪
市
北
区
堂
島
浜

１
の
４
の

、
ア
ク
ア
堂
島

Ｎ
Ｂ
Ｆ
タ
ワ
ー
、
０
６
・
６

４
４
２
・
３
８
０
７
、
金
融

業

さ
い
た
ま
市
長
と

情
報
交
換
会
開
催

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増

田
文
治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク

社
長

は
８
月
９
日
、
清
水

勇
人
さ
い
た
ま
市
長
を
囲
む

情
報
交
換
会
を
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
の
料
理
店
「
彩
懐
石

　
う
ら
わ
高
砂
で
開
い
た
。

会
員
ら

人
が
参
加
し
、
市

の
経
済
施
策
や
企
業
を
取
り

巻
く
経
済
情
勢
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た

写
真

。

　
清
水
市
長
は
会
の
始
め
に

現
在
、
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
経
済
施
策
「
テ
ク
ニ

カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
企

業
認
証
事
業
」

「
次
世
代
自
動
車

・
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
区
事

業
」
「
医
療
も
の

づ
く
り
都
市
構

想
」
な
ど
の
詳
細

や
進
捗
状
況
を

ち
ょ
く

し
ん

説
明
。
そ
の
後
参

加
企
業
は
市
長

に
、
企
業
を
取
り

巻
く
課
題
や
市
へ

の
要
望
な
ど
個
別
に
意
見
を

述
べ
た
。

　
市
長
と
の
情
報
交
換
会
は

毎
年
開
い
て
お
り
、
今
回
で

３
回
目
。
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
会
は
進
み
、
最
後
に

参
加
者
全
員
で
市
長
を
囲
ん

で
記
念
撮
影
し
た
。
清
水
市

長
は
「
企
業
の
収
益
向
上
に

つ
な
が
る
経
済
施
策
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致

活
動
も
積
極
的
に
進
め
て
い

き
た
い
と
力
強
く
語
っ
た
。

日
本
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
広
告

協
会
と
勉
強
会
開
催

東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

井

上
裕
之
会
長

愛
知
産
業
社

長

は
７
月

日
、
一
般
社

団
法
人
日
本
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
広
告

協
会

東
京
都
中
央
区
、
日

枝
久
会
長
、
０
３
・
５
６
４

５
・
８
８
５
２

と
の
共
催

で
、
東
京
・
日
本
橋
小
網
町

の
日
刊
工
業
新
聞
社
本
社
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
を
会
場
に
、

同
協
会
の
河
内
英
司
副
会
長

を
招
き
「
今
こ
そ
少
な
い
コ

ス
ト
で
効
果
的
な
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
！
」
と
題
し
た
勉

強
会
を
開
い
た
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
向
上

は
、
訪
問
先
の
門
戸
を
開
か

せ
る
「
オ
ー
プ
ン
ド
ア
効

果
」
を
は
じ
め
、
営
業
活
動

や
人
材
採
用
で
大
き
な
役
割

を
果
た
す
が
、
中
堅
・
中
小

企
業
の
取
り
組
み
は
弱
い
。

勉
強
会
は
意
識
変
革
を
狙
い

と
し
、
河
内
氏
は
自
身
が
提

唱
す
る
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
「
Ａ
Ｓ
Ｉ

Ｃ
Ａ
」
を
ベ
ー
ス
に
、
「
ど

の
時
代
に
あ
っ
て
も
フ
ェ
ー

ス
ツ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
展

示
会
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

向
上
に
有
効
」
と
持
論
を
展

開
し
た
。

　
効
果
的
な
展
示
会
の
出
展

の
仕
方
な
ど
２
時
間
に
わ
た

っ
て
解
説
し
た
。

５
ク
ラ
ブ
会
長
交
代

６
役
員
の
就
任
承
認

日
本
産
業
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
定
時
総
会

　
日
本
産
業
人
ク
ラ
ブ
連
合

会

井
水
治
博
会
長

日
刊

工
業
新
聞
社
社
長

は
８
月

日
に
東
京
・
飯
田
橋
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
２

０
１
２
年
度
定
時
総
会
を
開

い
た
。
全
国

の
産
業
人
ク

ラ
ブ
の
う
ち

ク
ラ
ブ
の
代

表
者
ら
が
集
ま
っ
た
。
議
事

で
は

年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
案
、

年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
を
承
認
。

ま
た
、
役
員
の
一
部
改
選
案

に
つ
い
て
は
、
栃
木
、
中
国

四
国
、
茨
城
、
新
潟
、
大
分

の
各
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
長
の

交
代
な
ど
に
伴
う
６
人
の
役

員
就
任
を
承
認
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
、

年
９
月

日
に
死
去
し
た
栃
木
産
業

人
ク
ラ
ブ
会
長
で
村
田
発
條

社
長
の
村
田
一
郎
氏
の
冥
福

を
祈
っ
て
出
席
者
全
員
で
１

分
間
黙
と
う
し
た
。
続
い

て
、
井
水
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
「
政
治
、
経
済
と
も
に

激
動
の
時
期
を
迎
え
て
い

る
。
今
年
は
世
界
の
リ
ー
ダ

ー
が
交
代
す
る
年
で
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
転
換
が
起
こ
り
得
る

だ
け
に
、
日
本
を
含
め
た
リ

ー
ダ
ー
の
資
質
が
問
わ
れ

る
。
各
地
の
産
業
人
ク
ラ
ブ

会
員
が
情
報
交
換
を
密
に

し
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
発

展
に
大
き
な
志
で
臨
ん
で
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
議
事
終
了
後
は
、
参
加
者

全
員
で
記
念
撮
影
。
ま
た
、

日
刊
工
業
新
聞
社
「
１
０
０

年
経
営
の
会
」
事
務
局
の
竹

本
祐
介
担
当
が
「
長
寿
経
営

の
秘
訣
」
と
題
し
た
卓
話
を

ひ
け
つ

披
露
し
た
。
同
会
は

年

月
に
発
足
。
竹
本
担
当
は

「
創
業
１
０
０
年
以
上
の
企

業
は
日
本
に
２
万
５
０
０
０

社
以
上
あ
る
と
さ
れ
、
古
く

は
５
７
８
年
創
業
の
大
阪
府

の
金
剛
組
が
有
名
。
諸
外
国

と
比
べ
て
も
日
本
は
歴
史
の

あ
る
会
社
が
多
い
。
地
域
社

会
へ
の
貢
献
な
ど
明
確
な
理

念
を
掲
げ
、
常
に
革
新
を
続

け
、
従
業
員
を
大
切
に
す
る

な
ど
、
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
経
営
が
特
徴
」
な
ど
と
解

説
し
た
。
会
場
か
ら
は
「
意

義
深
い
取
り
組
み
で
あ
り
、

今
日
の
話
を
参
考
に
、
自
社

の
中
で
も
次
の

年
に
向
け

て
議
論
し
て
み
た
い
」
な
ど

の
声
が
上
が
っ
た
。

　
新
役
員
は
次
の
各
氏
。
カ

ッ
コ
内
は
所
属
ク
ラ
ブ
・
組

織
。

　
▽
副
会
長

高
橋
和
夫

栃
木
・
大
高
商
事
社
長

▽
理
事

田
村
興
造

中
国

四
国
・
広
島
ガ
ス
社
長

、

高
橋
日
出
男

茨
城
、
協
立

製
作
所
社
長

、
谷
地
田
茂

明

新
潟
・
ヤ
チ
ダ
社

長

、
太
田
清
利

大
分
・

ざ
び
え
る
本
舗
社
長

▽
監

事

小
笠
原
義
宣

日
刊
工

業
新
聞
社
執
行
役
員
経
理
局

長

▲モ
ノ
づ
く
り
へ
の
情
熱
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
か

ら
の

年
も
ア
ナ
ロ
グ
技
術
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ

る

と
工
藤
会
長

定
例
社
長
会

新
潟
総
踊
り
祭

能
登
氏
が
講
演

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

谷

地
田
茂
明
会
長

ヤ
チ
ダ
社

長

は
８
月

日
、
新
潟
市

中
央
区
の
新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
、
定
例
の
社
長
会
を

開
き
、

人

が
参
加
し

た
。
講
師
は

新
潟
総
踊
り

祭
実
行
委
員

会
副
会
長
の

能
登
剛
史
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

歳
、
写
真

。
現
代
よ
さ
こ

い
に
衝
撃
を
受
け
た
当
時

歳
の
能
登
氏
は
「
感
動
あ
る

新
潟
を
つ
く
り
た
い
」
と
、

会
社
を
辞
め
て
３
人
で
「
新

潟
総
踊
り
祭
」
を
立
ち
上
げ

た
。

　
そ
の
情
熱
は
よ
さ
こ
い
踊

り
の
本
場
で
あ
る
高
知
市
長

を
動
か
し
、
さ
ら
に
新
潟
市

全
体
を
も
巻
き
込
み
今
年
９

月

―

日
の
祭
り
で

回

目
を
迎
え
る
。
２
０
１
１
年

は

万
人
を
動
員
し
て

億

７
０
０
０
万
円
の
経
済
効
果

が
あ
っ
た
。

　
街
と
人
を
活
性
化
し
、
教

育
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て

い
る
若
い
能
登
氏
に
、
会
員

か
ら
は
「
や
り
た
い
こ
と
を

形
に
し
て
い
く
オ
ー
ナ
ー
経

営
者
と
同
じ
だ
」
と
共
感
す

る
声
が
聞
か
れ
、
交
流
を
深

め
た
。

　
そ
の
後
の
リ
ゾ
ー
ト
ガ
ー

デ
ン
納
涼
会
は
抽
選
会
で
４

人
が
賞
品
を
獲
得
し
、
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

ズ
の
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
楽
し

み
、
連
日
の
猛
暑
を
吹
き
飛

ば
し
て
い
た
。

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
内
山
　
茂
樹
氏
　
ユ
ー

・
エ
ム
・

シ
ー
・
エ

レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
社

長

埼
玉

県
上
尾
市
瓦
葺
７
２
１
、
０

４
８
・
７
２
４
・
０
０
０

１
、
電
子
機
器
受
託
製
造

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
大
田
　
清
氏
　
新
事
業

開
発
社
長

東
京
都

中
央
区
日

本
橋
小
伝

馬
町

の

８
、
４
階
、
０
３
・
６
３
１

２
・
４
３
９
７
、
化
学
品
、

医
療
、
鉄
鋼
な
ど
の
国
際
貿

易

日
中
間

、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
業
務

　
▽
奥
村
　
美
里
氏
　
フ
ェ

リ
シ
オ
ン

ジ
ャ
パ
ン

社
長

東

京
都
中
央

区
銀
座
２

の

の

、
た
ち
ば
な
や
ビ

ル
３
階
、
０
３
・
６
８
６
８

・
３
０
９
０
、
教
育

英

語

キ
ラ
リ
と
光
る
研
究

開
発
型
企
業
目
指
す

宮
城
工
藤
電
機
が

周
年
記
念
式
典

　
宮
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
会

長
会
社
で
あ
る
工
藤
電
機

仙
台
市
太
白
区
、
引
地
智

恵
社
長
、
０
２
２
・
２
４
５

・
２
１
４
１

は
３
日
、
設

立

周
年
記
念
式
典
を
仙
台

市
青
葉
区
の
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン

ホ
テ
ル
仙
台
で
開
い
た
。
式

典
に
は
宮
城
県
の
村
井
嘉
浩

知
事
を
は
じ
め
、
東
北
経
済

産
業
局
の
山
田
義
尚
局
長
、

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ

マ
の
大
山
健
太
郎

社
長
、
仙
台
銀
行

の
三
井
精
一
頭
取

ら
東
北
の
産
官
学

か
ら
２
１
０
人
が

出
席
し
た
。

　
式
典
で
工
藤
治

夫
工
藤
電
機
会
長

宮
城
産
業
人
ク

ラ
ブ
会
長

は
「
気
が
付
け

ば
、
あ
っ
と
い
う
間
の

年

だ
っ
た
。
少
年
時
代
か
ら
心

に
描
い
て
い
た
モ
ノ
づ
く
り

へ
の
情
熱
は
今
も
変
わ
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
の

年
も
ア

ナ
ロ
グ
技
術
に
徹
底
的
に
こ

だ
わ
っ
て
、
他
社
が
ま
ね
で

き
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
製
品

を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
引
地
社

長
も
「
当
社
の
強
み
で
あ
る

ア
ナ
ロ
グ
技
術
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
て
、
キ
ラ
リ
と
光
る

研
究
開
発
型
企
業
を
目
指
し

た
い
」
と
次
の

年
に
向
け

て
抱
負
を
述
べ
た
。

　
村
井
知
事
は
「
宮
城
県
を

代
表
す
る
モ
ノ
づ
く
り
企
業

が

周
年
を
迎
え
る
こ
と
は

本
当
に
う
れ
し
い
。
私
が
掲

げ
る

富
県
み
や
ぎ

と
い

う
理
念
は
ま
さ
に
モ
ノ
づ
く

り
に
軸
足
を
置
い
て
、
地
域

全
体
で
発
展
し
よ
う
と
い
う

も
の
だ
。
今
後
も
県
内
製
造

業
の
け
ん
引
役
を
担
っ
て
ほ

し
い
」
と
祝
っ
た
。
山
田
局

長
は
「
日
本
を
代
表
す
る
研

究
開
発
型
企
業
で
あ
り
、
宮

城
県
、
東
北
地
方
だ
け
な

く
、
日
本
の
製
造
業
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
企
業
の
一

つ
。
次
の

年
が
と
て
も
楽

し
み
だ
」
と
述
べ
た
。

　
式
典
の
第
１
部
で
は
東
北

大
学
の
織
原
彦
之
丞
名
誉
教

授
が
「
加
速
器
化
学
に
貢
献

し
た
工
藤
電
機
の

年
―
放

射
線
を
、
つ
く
っ
て
・
測

り
、
知
り
・
使
う
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。
同
社
は
加
速

器
科
学
や
核
融
合
、
超
伝
導

電
磁
石
な
ど
に
使
う
高
安
定

高
精
度
直
流
電
源
装
置
が
主

力
で
、
国
内
学
術
研
究
機
関

な
ど
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
。


